
こ
こ
に
言
う
「
越
境
者
」
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
自
己
の
土
地
を
離

れ
、
異
境
に
生
き
た
人
々
の
こ
と
で
あ
る
。
今
は
特
に
近
世
期
の
漂
流
・
布

教
・
転
封
に
よ
っ
て
そ
う
し
た
経
験
を
も
っ
た
者
た
ち
を
言
う
”
彼
ら
の
多

く
は
外
的
事
情
に
よ
っ
て
自
己
の
土
地
を
離
れ
、
他
地
で
直
面
し
た
事
態
を

自
己
の
こ
と
ば
で
記
録
し
て
い
る
。
そ
こ
に
図
ら
ず
も
方
言
が
露
呈
す
る
こ

と
も
多
い
。
本
稿
で
は
、
こ
う
し
た
点
に
着
目
し
、
越
境
者
の
事
蹟
に
思
い

を
は
せ
な
が
ら
、
そ
の
言
語
が
ど
の
よ
う
な
日
本
語
史
の
究
明
に
寄
与
す
る

か
を
間
う
て
み
る
。
具
体
的
に
は
、
日
本
語
方
言
の
文
法
地
図
の
二
・
三
を

例
に
、
そ
の
解
釈
に
有
用
な
点
を
検
証
す
る
。

ま
た
、
副
題
に
言
う
「
日
本
語
史
」
と
は
、
地
域
方
言
を
ふ
く
む
日
本
語

総
体
の
歴
史
の
こ
と
で
あ
る
。
従
来
の
「
国
語
史
」
が
主
と
し
て
中
央
語
の

歴
史
に
偏
り
が
ち
な
の
に
対
し
、
幾
分
か
各
地
の
方
言
史
も
顧
盧
し
、
中
央

語
や
方
言
間
相
互
の
影
響
を
含
む
か
た
ち
の
、
総
体
と
し
て
の
日
本
語
の
歴

越
境
者
た
ち
の
方
言
誌

｜
越
境
者
に
よ
る
方
言
記
録

ｌ
そ
の
日
本
語
史
へ
の
寄
与
Ｉ

史
の
究
明
を
め
ざ
す
も
の
で
あ
る
。
そ
の
困
難
な
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い

が
、
理
念
と
し
て
の
考
え
方
は
誰
し
も
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
そ
し

て
、
過
去
の
地
域
方
言
の
資
料
は
極
め
て
乏
し
く
、
偶
然
に
た
よ
る
こ
と
が

多
い
も
の
の
、
こ
こ
に
言
う
越
境
者
の
記
録
は
案
外
そ
れ
に
資
す
る
こ
と
も

多
い
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
方
言
間
の
関
係
に
ま
で
は
言
及
で
き
な
い
が
、

こ
れ
ら
の
資
料
が
幾
つ
か
の
地
域
方
言
史
を
深
め
る
の
に
有
用
な
点
を
述
べ

て
み
た
い
・

そ
の
資
料
群
に
つ
い
て
は
考
察
中
に
述
べ
る
こ
と
と
し
、
こ
の
有
用
性
を

は
か
る
の
に
、
今
日
的
な
全
国
方
言
の
文
法
に
つ
い
て
の
地
図
『
方
言
文
法

全
国
地
図
」
（
以
下
、
Ｇ
Ａ
Ｊ
）
の
う
ち
、
意
志
・
推
量
に
関
す
る
地
図
を

使
用
す
る
。
ま
ず
こ
れ
ら
地
図
の
史
的
解
釈
の
お
よ
そ
に
触
れ
、
そ
の
上
で

問
題
の
資
料
群
が
こ
れ
ら
の
言
語
地
図
の
解
釈
の
深
化
に
ど
う
寄
与
す
る
か

を
見
て
い
く
。

彦
坂
佳
宣

一
一
一



二
・
一
意
志
表
現
の
場
合

図
１
は
Ｇ
Ａ
Ｊ
「
起
き
よ
う
」
（
見
出
し
）
の
意
志
表
現
の
地
図
で
あ
る
。

国
立
国
語
研
究
所
「
方
言
研
究
の
部
屋
」
で
公
開
し
て
い
る
デ
ー
タ
と
地
図

を
基
に
彦
坂
が
簡
略
図
と
し
た
。
「
起
き
よ
う
」
は
一
段
（
旧
二
段
）
活
用

動
詞
で
、
五
段
活
用
よ
り
も
助
動
詞
ョ
ウ
が
分
化
す
る
過
程
な
ど
が
複
雑
で

検
証
に
有
用
な
た
め
こ
れ
を
例
と
す
る
。
焦
点
は
、
見
出
し
「
起
き
よ
う
」

の
「
よ
う
」
相
当
が
各
地
で
ど
の
よ
う
な
形
式
か
、
そ
の
史
的
解
釈
を
ど
う

付
け
ら
れ
る
か
の
点
で
あ
る
。
以
下
、
問
題
と
な
る
形
式
は
カ
タ
カ
ナ
で
示

す
。

図
１
の
お
よ
そ
の
解
釈
は
彦
坂
（
二
○
○
二
ａ
）
に
述
べ
た
の
で
、
今
は

概
略
を
示
す
。

解
釈
の
主
導
原
理
は
い
わ
ゆ
る
方
言
周
圏
論
で
あ
り
、
中
央
で
の
言
語
変

化
が
地
方
へ
波
状
的
に
伝
播
し
同
心
円
状
の
分
布
と
な
る
、
こ
れ
を
逆
推
す

る
と
歴
史
が
現
れ
る
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
た
だ
、
地
域
固
有
の
変
化
に

も
注
意
が
必
要
で
あ
り
、
こ
の
原
理
に
外
れ
る
場
合
も
多
い
。

こ
の
原
理
か
ら
、
図
１
で
最
新
の
も
の
は
、
か
つ
て
中
央
語
が
あ
っ
た
近

畿
の
「
起
き
ョ
ウ
」
で
あ
る
。
こ
の
最
初
は
「
起
き
＋
ウ
」
構
成
で
あ
り
、

国
語
史
で
は
こ
こ
か
ら
「
起
き
１
－
」
↓
「
起
き
ヨ
ー
」
↓
「
起
き
・
ョ

ウ
」
と
、
今
日
ョ
ウ
が
分
化
し
て
い
る
。
こ
の
歴
史
を
反
映
し
て
、
「
起
き

ョ
－
」
は
近
畿
の
両
脇
に
広
く
あ
り
、
「
起
き
１
－
」
は
離
れ
た
中
国
地
方

二
Ｇ
Ａ
Ｊ
の
意
志
・
推
量
図
の
概
括
的
解
釈

０
０
①

辮霞

聯,
ロ

ダ

“
一
一
一
一

図1GAJ106図「起きよう」



山
間
部
や
九
州
に
多
い
。
中
国
地
方
で
も
交
通
の
盛
ん
な
外
周
部
で
は
や
や

新
し
い
「
起
き
ヨ
ー
」
あ
る
§

一
方
、
東
日
本
は
別
形
式
に
よ
っ
て
い
る
。
関
東
は
ョ
ウ
が
期
待
さ
れ
る

が
、
方
言
レ
ベ
ル
で
は
古
典
語
「
べ
し
」
を
継
承
す
る
ベ
ー
が
広
く
展
開

し
、
関
東
で
は
語
幹
に
直
接
す
る
「
起
き
ベ
ー
」
、
そ
れ
以
北
は
終
止
形
接

続
「
起
き
る
ベ
ー
」
、
福
島
県
付
近
は
「
起
き
ツ
ペ
」
も
あ
り
、
地
域
差
が

あ
る
（
今
こ
の
差
に
深
く
は
触
れ
な
い
）
。
愛
知
県
東
部
・
静
岡
そ
し
て
長

野
県
地
域
に
は
オ
キ
ズ
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
古
典
語
の
「
む
と
す
」
が
中
古

に
ム
ズ
、
中
世
に
ン
ズ
・
ウ
ズ
化
し
た
も
の
の
末
喬
で
あ
る
。

そ
の
他
、
日
本
の
外
周
部
に
は
「
起
き
ロ
ー
」
が
あ
る
。
北
部
日
本
海
沿

岸
に
広
く
、
愛
知
・
奈
良
県
・
淡
路
島
に
散
在
、
そ
し
て
土
佐
・
九
州
南
半

部
に
広
い
。
こ
れ
ら
は
「
起
き
る
」
な
ど
一
・
二
段
活
用
が
、
語
数
が
多
く

優
勢
な
ラ
行
五
段
活
用
（
「
知
る
」
な
ど
）
に
引
か
れ
、
意
志
形
「
起
き
ロ

ー
」
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
（
そ
の
機
構
は
、
「
知
る
（
ラ
行
五
段
盲
起
き

る
（
一
段
）
Ⅱ
知
ロ
－
（
五
段
意
志
形
言
起
き
ロ
－
（
五
段
化
意
志
形
）
」

の
類
推
）
。
こ
の
変
化
は
国
語
史
で
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
規

範
性
の
と
ぼ
し
い
外
周
地
域
で
発
現
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
指
摘
は
、

Ｇ
Ａ
Ｊ
を
使
用
し
て
は
小
林
隆
（
一
九
九
五
）
が
あ
り
、
彦
坂
（
二
○
○
二

ｂ
）
も
考
え
た
こ
と
が
あ
る
。

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
全
体
と
し
て
は
、
関
東
以
北
の
べ
－
類
が
最
古
の

も
の
で
、
平
安
期
前
後
の
「
べ
し
」
が
近
畿
か
ら
東
西
に
伝
播
し
、
次
に

「
む
と
す
」
が
変
化
し
な
が
ら
広
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
新
た
な
意
志
・
推
量

「
む
」
が
広
く
展
開
し
、
西
日
本
で
は
先
行
の
「
べ
し
」
「
む
と
す
」
類
を
塗

越
境
者
た
ち
の
方
言
誌

二
・
二
推
量
表
現
の
場
合

Ｇ
Ａ
Ｊ
に
は
推
量
表
現
「
起
き
よ
う
」
が
な
い
の
で
、
「
書
く
だ
ろ
う
」

を
参
照
す
る
。
こ
れ
を
図
２
と
し
、
図
２
１
１
に
は
古
態
形
式
の
ウ
・
ウ
ズ

・
ロ
Ｉ
の
類
、
図
２
１
２
に
は
比
較
的
新
し
い
、
グ
ロ
ー
な
ど
「
断
定
辞
を

先
立
て
ウ
・
ウ
ズ
・
ペ
ー
な
ど
が
後
接
す
る
」
型
に
二
分
し
て
示
す
。

特
徴
は
、
図
２
１
１
の
類
が
周
辺
に
あ
り
、
国
語
史
の
古
い
形
式
を
継
承

し
、
意
志
表
現
と
同
じ
形
式
に
よ
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
歴
史
も
図

１
の
解
釈
に
準
ず
る
。
た
だ
、
図
１
に
は
な
い
、
古
典
語
「
ら
む
」
の
変
化

し
た
「
書
く
ロ
ー
」
が
新
潟
県
・
四
国
南
部
・
九
州
（
一
部
は
ツ
ド
化
）
な

り
替
え
、
上
述
の
「
起
き
＋
ウ
」
に
発
す
る
各
段
階
が
伝
播
の
時
間
差
に
よ

る
分
布
模
様
を
形
成
し
た
。
す
な
わ
ち
、
中
国
山
地
の
「
起
き
１
－
」
は
古

態
を
と
ど
め
、
そ
の
外
側
は
四
国
も
含
め
て
瀬
戸
内
・
日
本
海
に
よ
る
交
通

で
、
一
段
階
新
し
い
「
起
き
ヨ
ー
」
に
代
わ
っ
た
と
見
る
。
な
お
、
九
州
の

「
起
き
１
－
」
は
固
有
の
事
象
が
あ
り
後
述
す
る
。
そ
し
て
ラ
行
五
段
化
形

「
起
き
ロ
ー
」
は
各
地
固
別
に
ラ
行
五
段
動
詞
に
類
推
し
て
発
生
し
た
。
た

だ
、
こ
の
定
着
時
期
は
地
域
ご
と
に
違
う
と
思
わ
れ
、
そ
の
特
定
は
課
題
で

あ
る
。
以
上
の
模
様
は
、
西
部
日
本
で
比
較
的
新
し
い
形
式
が
分
布
し
や
す

く
、
東
日
本
で
は
遅
い
こ
と
も
示
唆
し
、
日
本
語
の
形
成
史
の
一
面
を
語

る
。

な
お
、
五
段
活
用
は
こ
れ
ほ
ど
複
雑
で
な
く
、
中
央
地
域
と
西
日
本
に
は

「
う
」
に
よ
る
「
書
コ
ー
」
、
そ
し
て
ズ
・
ベ
－
の
類
は
図
１
と
同
じ
分
布
で

あ
り
、
全
体
に
西
早
東
遅
の
歴
史
も
同
じ
で
あ
る
。

一
一
一
一
一
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以
上
の
言
語
地
理
学
的
な
解
釈
を
深
め
る
の
に
、
越
境
者
た
ち
の
記
録
は

ど
う
有
用
と
な
ろ
う
か
。
そ
う
し
た
点
に
つ
い
て
、
知
多
・
石
見
・
薩
摩
そ

し
て
桑
名
の
場
合
を
取
り
上
げ
る
。

ど
に
あ
り
、
同
じ
も
の
が
「
書
く
う
」
形
で
長
野
・
山
梨
・
静
岡
の
地
域
に

あ
る
。
な
お
、
都
合
で
図
２
１
２
に
入
れ
た
「
カ
ク
ベ
ー
」
も
こ
の
仲
間
で

あ
る
。
こ
れ
ら
は
図
２
１
２
の
類
よ
り
概
し
て
外
辺
に
あ
り
、
「
ら
む
」
出

自
形
の
ロ
ー
・
ラ
を
除
き
、
意
志
形
式
と
同
形
、
つ
ま
り
意
志
・
推
量
が
同

じ
形
式
に
依
っ
た
古
い
時
代
の
も
の
で
あ
る
。

一
方
、
こ
れ
よ
り
新
し
い
図
２
１
２
の
諸
形
式
は
、
グ
ロ
ー
・
ダ
（
ン
）

ペ
ー
な
ど
「
断
定
辞
十
ウ
・
ウ
ズ
・
ベ
－
」
一
体
型
の
新
し
い
表
現
法
に
よ

る
。
こ
の
新
古
の
順
も
図
１
の
諸
形
式
の
そ
れ
に
準
ず
る
。
つ
ま
り
最
新

は
、
断
定
辞
に
ウ
を
後
接
さ
せ
た
、
関
東
付
近
の
グ
ロ
ー
、
近
畿
を
主
と
す

る
と
す
る
ヤ
ロ
ー
で
あ
り
、
中
国
・
岐
阜
付
近
を
主
と
す
る
ジ
ャ
ロ
ー
は
、

ヤ
ロ
ー
の
前
段
形
で
や
や
古
い
（
こ
の
先
後
は
、
断
定
辞
の
先
後
順
に
よ

る
）
。
次
に
古
い
も
の
は
「
む
と
す
」
出
自
の
ダ
ラ
ズ
（
こ
れ
は
後
に
ズ
を

落
と
し
て
ダ
ラ
（
－
）
化
す
る
）
、
そ
し
て
ベ
ー
に
よ
る
ダ
（
ン
）
ベ
－
が

図
中
の
形
式
の
う
ち
最
も
古
い
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
ベ
－
類
は
、
関
東
に

「
断
定
辞
十
ベ
ー
」
型
が
あ
り
、
そ
の
外
辺
に
は
動
詞
に
直
接
す
る
「
動
詞

十
ベ
ー
」
型
が
あ
り
、
後
者
か
ら
中
央
地
域
で
前
者
の
型
と
な
っ
た
こ
と
が

明
ら
か
で
あ
る
。三

「
越
境
者
の
方
言
誌
」
の
活
用

越
境
者
た
ち
の
方
言
誌

三
・
’
知
多
漂
流
民
の
場
合

こ
の
漂
流
と
船
子
「
音
吉
」
の
動
静
、
ま
た
そ
の
近
代
ア
ジ
ア
史
の
位
置

に
つ
い
て
は
、
春
名
徹
（
一
九
七
九
）
の
詳
細
な
研
究
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ

れ
ば
、
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）
、
尾
張
国
知
多
郡
小
野
浦
の
廻
船
「
宝
順

丸
」
は
鳥
羽
か
ら
江
戸
へ
の
航
海
中
に
難
破
し
、
大
平
洋
を
越
え
る
一
四
カ

月
の
漂
流
の
の
ち
、
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
（
現
カ
ナ
ダ
）
領
バ
ン
ク
ー
バ
ー
島

付
近
に
漂
着
し
た
。
生
き
て
い
た
の
は
岩
吉
（
満
二
八
歳
）
・
九
吉
（
同
一

五
）
・
音
吉
（
乙
吉
と
も
、
同
一
四
）
の
三
人
の
み
。
現
地
人
に
救
わ
れ
、

や
が
て
ハ
ド
ソ
ン
汽
船
会
社
の
船
に
、
さ
ら
に
別
の
イ
ギ
リ
ス
船
に
よ
っ
て

一
八
三
五
年
に
ロ
ン
ド
ン
に
回
航
さ
れ
、
続
い
て
同
年
マ
カ
オ
に
落
ち
着
い

た
。
背
後
に
は
彼
ら
を
日
本
と
の
開
国
交
渉
に
利
用
す
る
目
的
が
あ
っ
た
と

い
う
。
こ
の
点
で
、
彼
ら
は
近
代
ア
ジ
ア
史
と
深
く
関
わ
る
運
命
を
背
負
う

こ
と
に
な
る
が
、
今
は
方
言
誌
の
問
題
に
焦
点
を
絞
る
と
、
日
本
人
送
還
を

考
え
る
手
立
て
と
し
て
、
ひ
と
ま
ず
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
宣
教
師
で
中
国
語
通

訳
官
で
も
あ
る
ギ
ュ
ッ
ラ
フ
に
彼
ら
を
託
し
た
こ
と
か
ら
、
日
本
語
と
し
て

初
め
て
の
聖
書
翻
訳
の
業
が
始
ま
っ
た
。

ギ
ュ
ッ
ラ
フ
は
日
本
へ
の
布
教
を
計
画
し
、
こ
の
漂
流
民
の
力
を
借
り
て

「
約
翰
（
ョ
ハ
ネ
）
福
音
之
傳
」
（
一
八
三
七
年
、
天
保
八
）
を
翻
訳
し
た
。

そ
の
完
成
後
、
漂
流
民
（
知
多
組
三
人
、
九
州
組
四
人
）
を
送
り
届
け
る
名

目
で
、
ア
メ
リ
カ
、
オ
リ
フ
ァ
ン
ト
商
会
の
モ
リ
ソ
ン
号
で
、
通
商
を
開
く

た
め
江
戸
に
向
か
っ
た
が
、
幕
府
は
こ
れ
を
追
い
返
し
、
彼
ら
は
結
局
日
本

に
も
ど
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
音
吉
は
、
香
港
・
上
海
な
ど

で
貿
易
に
従
事
し
、
時
に
回
航
さ
れ
た
漂
流
民
た
ち
を
助
け
、
ま
た
英
国
船

一
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の
通
訳
と
し
て
日
本
に
赴
き
、
後
年
は
幕
府
の
ョ
－
ロ
ッ
パ
使
節
団
の
一
員

た
ち
、
福
沢
諭
吉
と
も
香
港
で
面
談
し
て
い
る
。
な
お
、
近
年
分
か
っ
た
こ

と
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
漂
流
民
の
子
孫
が
判
明
し
、
関
係
者
が
知
多
を
訪
れ

て
い
る
。

こ
う
し
た
経
緯
で
成
っ
た
聖
書
翻
訳
文
に
、
知
多
付
近
の
方
言
模
様
が
隠

さ
れ
て
い
る
。
彦
坂
（
一
九
八
七
）
に
よ
り
例
を
挙
げ
る
と
、
か
つ
て
日
本

語
に
広
く
見
ら
れ
た
合
勧
音
は
既
に
無
く
、
語
彙
で
は
西
日
本
で
は
区
別
し

な
い
「
明
る
い
」
と
「
赤
い
」
を
区
別
し
、
活
用
で
は
「
死
ぬ
」
は
古
典
語

の
ナ
変
で
な
く
四
（
五
）
段
化
し
、
サ
変
は
特
有
の
下
一
段
的
な
セ
ル
形
、

サ
行
四
段
動
詞
連
用
形
は
イ
音
便
、
理
由
を
表
す
助
詞
は
二
・
デ
に
よ
る
な

ど
、
今
日
の
知
多
な
い
し
愛
知
県
地
方
に
見
ら
れ
る
特
色
が
よ
く
現
れ
て
い

う
（
》
○

問
題
の
意
志
・
推
量
表
現
に
つ
い
て
は
、
図
１
，
２
に
よ
れ
ば
、
今
日
、

意
志
表
現
が
近
畿
か
ら
カ
コ
ー
・
カ
カ
ー
の
並
び
で
、
知
多
は
こ
の
境
い

目
、
愛
知
県
東
部
付
近
か
ら
は
カ
カ
ズ
・
オ
キ
ズ
と
な
る
。
こ
の
分
布
の
過

去
の
模
様
を
推
測
す
る
資
料
は
尾
張
の
も
の
が
豊
か
に
あ
り
、
地
図
と
似
た

形
式
の
他
に
、
「
む
と
す
」
出
自
の
も
の
が
現
れ
る
が
、
知
多
に
つ
い
て
は

滑
稽
本
「
郷
中
知
多
栗
毛
」
（
天
保
ｕ
年
序
、
稿
本
、
尾
崎
久
彌
旧
蔵
）
が

あ
る
の
み
で
諸
事
象
の
確
証
に
乏
し
か
っ
た
。
そ
こ
に
こ
の
翻
訳
文
が
加
わ

る
こ
と
に
な
る
。
性
格
の
違
う
資
料
に
ど
う
問
題
の
形
式
が
現
れ
よ
う
か
。

聖
書
の
訳
文
を
岩
崎
摂
子
編
（
一
九
八
四
）
に
よ
り
、
別
に
翻
訳
の
基
に

な
っ
た
と
思
わ
れ
る
『
ジ
エ
ー
ム
ス
欽
定
聖
書
』
の
対
応
す
る
英
文
を
添
え

て
示
す
と
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。
な
お
、
例
文
は
論
証
に
支
障
の
な
い
範
囲

で
不
自
然
な
区
切
り
や
字
句
を
正
し
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
用
例
末
尾
の
番
号

は
章
１
節
を
示
す
。

１
ワ
シ
ガ
ヒ
ト
ヲ
カ
ワ
イ
ガ
ラ
ズ
、
ヂ
シ
ン
ヲ
ヒ
ト
ニ
ア
ラ
ワ

サ
ズ
（
玉
ｌ
巴
）
（
一
君
三
一
．
く
①
ご
ョ
》
崖
員
君
三
ョ
旨
静
妨
ご
ゴ
蚕
①
一
ご
◎

二
一
コ
］
。
）

２
ゴ
ク
ラ
ク
ノ
カ
ミ
サ
マ
ア
ガ
ル
、
ニ
ン
ゲ
ン
ノ
ム
ス
コ
ニ
ア
マ
ク

ダ
ル
ノ
ヲ
ミ
ズ
（
「
ム
ス
コ
ユ
」
を
「
一
こ
に
補
正
）
一
Ｉ
望
（
く
（
）
匡
吻
亘
一

馬
①
三
①
彦
ぐ
①
．
◎
己
①
Ｐ
煙
二
Ｇ
号
①
陸
。
、
ユ
鮠
。
｛
○
Ｃ
Ｑ
煙
２
①
一
己
ヨ
、
煙
二
・
Ｑ
③
丙
。
ｇ
二
ｍ

こ
つ
（
）
二
一
コ
①
の
ｃ
一
］
。
『
一
三
画
。
。
）

３
エ
ズ
ス
ク
ア
ノ
ヒ
ト
タ
チ
ニ
ユ
フ
タ
ニ
ン
ゲ
ン
ノ
ム
ス
コ
ト

ア
ゲ
ラ
レ
タ
ノ
ヲ
ミ
ズ
ト
キ
ニ
、
ヲ
マ
エ
タ
チ
ワ
命
ｌ
易
）
（
乏
言
二
罵

言
陸
ぐ
ゆ
二
↓
一
⑦
Ｑ
こ
つ
［
ゴ
①
の
ｃ
二
（
）
↓
一
三
言
〕
◇
［
き
①
二
妨
言
窪
二
と
①
六
コ
ｃ
》
ご
一
言
色
－
１
）

４
ミ
ナ
ニ
ン
ヒ
ト
ニ
ソ
ン
ジ
ル
ク
サ
ラ
ヌ
タ
ず
シ
ワ
井
ノ
チ
ヲ

ア
ラ
ン
ギ
リ
ア
ル
ユ
ヱ
γ
扇
言
言
フ
ミ
言
い
◎
①
く
ゆ
『
ヨ
三
ョ
妨
言
匡
匡

二
三
つ
①
『
一
答
．
ウ
員
言
陸
く
①
国
①
ョ
崖
二
一
帝
．
）

５
ミ
ナ
ユ
リ
ア
ッ
マ
レ
Ｋ
ｒ
・
ョ
バ
ア
テ
ユ
フ
タ
、
ワ
シ
ド
モ
ナ
ニ
ヲ
ッ

ク
ロ
ヲ
カ
（
二
ｌ
や
己
（
旨
己
驚
一
己
．
乏
一
］
罠
・
◎
乏
亀
）

例
１
は
意
志
「
可
愛
が
ろ
う
」
の
意
味
を
「
カ
ワ
イ
ガ
ラ
ズ
」
と
、
助
動
詞

ウ
ズ
出
自
の
ズ
で
示
し
て
い
る
。
例
２
は
推
量
で
、
同
じ
く
「
見
ズ
」
と
ズ

で
あ
り
、
例
３
は
そ
の
連
体
形
、
い
わ
ゆ
る
腕
曲
法
の
で
あ
る
。
こ
の
ズ
は

否
定
の
助
動
詞
と
見
ら
れ
や
す
い
が
、
意
志
・
推
量
の
そ
れ
な
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
訳
文
は
意
志
・
推
量
と
も
ウ
ズ
で
表
現
し
、
連
体
形
の
用
法
も

あ
る
。
今
日
的
な
ウ
は
、
例
４
の
「
有
ら
ん
か
ぎ
り
」
の
ン
が
あ
る
が
、
稀

一
一
一
ハ



に
慣
用
的
に
使
用
さ
れ
、
し
か
し
、
こ
れ
は
恐
ら
く
傍
ら
に
あ
っ
た
と
推
測

さ
れ
る
メ
ド
ハ
ー
ス
ト
『
英
和
・
和
英
語
彙
」
（
一
八
三
○
、
バ
タ
ビ
ア
刊
）

に
「
①
厨
『
量
ナ
ガ
シ
・
ア
ラ
ン
カ
ギ
リ
」
と
あ
る
の
に
従
い
、
同
じ
く
例

５
の
「
何
を
作
ろ
う
か
」
の
ウ
は
こ
の
例
だ
け
で
あ
り
、
同
辞
書
の
和
英
部

「
ツ
ク
ル
ｓ
ョ
臭
①
．
ｇ
号
」
に
よ
っ
て
訳
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

本
題
か
ら
そ
れ
る
が
、
こ
の
辞
書
と
聖
書
訳
文
と
は
強
く
関
連
す
る
。
右

例
の
範
囲
だ
け
で
も
、
例
２
の
「
ア
マ
ク
ダ
ル
」
は
和
英
部
に
「
ア
マ
ク
ダ

ル
弓
○
号
ゆ
８
己
①
昌
言
ョ
言
画
く
①
．
」
が
あ
る
。
例
４
の
「
タ
ダ
シ
」
も
英

和
部
に
夛
昌
タ
ダ
シ
・
タ
ず
」
と
あ
る
も
の
を
利
用
し
た
と
思
わ
れ
、

し
か
し
意
味
が
通
ら
な
い
こ
と
か
ら
は
、
機
械
的
な
当
て
は
め
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
傾
向
の
中
で
、
意
志
・
推
量
表
現
の
大
勢
は
助
動
詞
「
む
と

す
」
出
自
の
ズ
に
よ
っ
て
い
る
。
知
多
方
言
の
露
呈
が
明
ら
か
で
あ
る
。

一
方
、
推
量
で
は
、
今
日
的
な
グ
ロ
ー
な
ど
「
断
定
辞
十
旧
意
志
・
推
量

助
動
詞
」
型
の
も
の
は
無
い
か
と
探
せ
ば
、
硬
い
文
体
を
基
調
と
す
る
た
め

か
、
断
定
は
ナ
リ
が
多
く
、
稀
に
ダ
は
あ
る
が
、
こ
の
表
現
型
は
な
い
。
な

お
、
訳
文
中
に
二
例
あ
る
ダ
は
「
ヒ
ト
ニ
ト
ウ
ヲ
マ
ヱ
ワ
ダ
レ
ダ
（
凶

１
両
）
」
の
よ
う
に
会
話
文
に
限
ら
れ
、
こ
れ
も
当
時
の
知
多
の
も
の
で
あ

る
壱
７
。

こ
れ
に
対
し
、
「
郷
中
知
多
栗
毛
」
の
推
量
に
は
、
「
む
と
す
」
出
自
の
形

式
の
他
に
、
次
の
よ
う
な
例
が
出
る
。

１
．
大
の
舟
（
知
多
大
野
の
舟
人
）
「
マ
ァ
大
か
た
ひ
よ
き
橋
、
越
い

た
だ
ら
あ
ず
。
え
つ
ぼ
と
走
ら
に
や
追
付
く
ま
い
ぞ
へ
」
上
記
丁
ウ

２
．
供
男
（
三
河
人
）
「
や
ん
が
て
、
め
し
よ
（
飯
を
）
も
て
来
る
だ
ら

越
境
者
た
ち
の
方
言
誌

あ
ず
」
上
朋
丁
ウ

こ
の
「
だ
ら
あ
ず
」
は
、
「
断
定
十
意
志
助
動
詞
ウ
ズ
」
一
体
型
の
、
標
準

語
で
言
え
ば
グ
ロ
ー
相
当
の
型
で
あ
る
。
こ
れ
が
聖
書
訳
に
出
な
い
の
は
、

上
の
よ
う
に
硬
い
文
末
表
現
が
作
用
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
点

で
、
知
多
に
も
新
型
の
推
量
、
た
だ
し
方
言
的
形
式
の
ダ
ラ
（
－
）
ズ
が
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
訳
文
の
よ
う
に
ま
だ
単
独
の
ズ
に
よ
る
旧
型
の
意

志
・
推
量
の
兼
用
形
式
が
根
強
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
う
な
る
と
、
問
題
の
「
起
き
る
」
の
推
量
形
も
、
や
は
り
「
起
き
ズ
」

で
あ
っ
た
こ
と
は
容
易
に
想
定
さ
れ
る
。
す
る
と
、
図
１
．
２
な
ど
で
ズ
が

今
日
、
愛
知
県
東
部
以
東
に
あ
る
が
、
近
世
期
に
は
知
多
を
含
む
尾
張
以
東

に
盛
行
し
、
そ
の
後
ウ
に
推
さ
れ
て
東
部
に
押
し
や
ら
れ
た
こ
と
が
見
え
て

く
る
ま
た
、
図
２
の
ダ
ラ
ー
形
は
こ
の
ダ
ラ
ズ
の
ズ
脱
で
あ
り
、
Ｇ
Ａ
Ｊ

の
時
点
で
は
一
段
階
進
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

別
の
問
題
と
な
る
が
、
断
定
辞
の
形
式
に
上
記
の
知
多
の
二
資
料
で
は
ダ

が
現
れ
て
い
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。
一
体
、
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
の

断
定
辞
は
、
近
畿
地
方
で
は
「
で
あ
る
↓
で
ぁ
↓
ぢ
や
↓
じ
ゃ
↓
や
」
の
変

化
が
あ
り
、
近
世
は
そ
の
第
三
な
い
し
四
段
階
、
こ
れ
に
第
五
段
階
が
現
れ

始
め
る
。
関
東
で
は
「
で
や
」
か
ら
中
世
末
に
は
「
だ
」
と
な
り
、
ダ
が
成

立
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
近
世
に
な
っ
て
も
尾
張
で
は
「
で

や
」
の
段
階
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
江
戸
者
「
東
花
元
成
」
Ｉ
こ
れ
も
越
境

者
と
し
て
名
古
屋
に
住
み
、
そ
の
観
察
に
よ
っ
た
膝
栗
毛
物
の
一
種
「
名
古

屋
け
ん
物
四
編
の
綴
足
」
（
前
編
・
文
化
一
二
年
ｌ
こ
れ
は
「
東
海
道
中
膝

栗
毛
」
の
第
四
遍
が
熱
田
か
ら
桑
名
へ
舟
で
渡
り
、
名
古
屋
を
描
か
な
か
つ

一
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た
の
を
意
識
し
「
綴
足
」
と
し
た
も
の
）
の
序
文
に

名
古
屋
言
葉
の
「
デ
ャ
」
は
江
戸
の
「
ダ
」
、
上
方
の
「
ジ
ャ
」
と
い

ふ
に
ひ
と
し

と
す
る
こ
と
で
も
分
か
る
。
こ
れ
に
対
し
、
知
多
の
右
記
二
資
料
は
、
わ
ず

か
に
年
代
は
下
る
が
、
ダ
が
現
れ
て
い
る
。
恐
ら
く
、
口
語
主
体
の
生
活
の

た
め
尾
張
よ
り
先
ん
じ
た
変
化
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
知

多
漂
流
民
の
訳
文
は
地
方
的
な
方
言
模
様
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
資
料
な
の

で
あ
る
。

以
上
に
よ
れ
ば
、
尾
張
・
知
多
地
方
の
意
志
・
推
量
形
式
の
変
化
は
、
早

く
は
東
部
日
本
に
あ
る
「
べ
し
」
が
伝
播
し
、
や
が
て
「
む
と
す
」
の
方
言

化
形
が
こ
れ
を
塗
り
替
え
て
「
起
き
（
－
）
ズ
」
な
ど
の
形
式
で
定
着
し
、

さ
ら
に
ズ
脱
を
起
こ
し
始
め
る
中
に
、
近
畿
か
ら
尾
張
中
央
部
に
「
う
」
に

よ
る
表
現
が
迫
り
つ
つ
あ
っ
た
。
同
時
に
、
推
量
は
ウ
ズ
・
ウ
に
よ
る
「
断

定
十
ウ
ズ
・
ウ
」
型
が
生
じ
は
じ
め
、
そ
の
断
定
部
は
尾
張
は
な
お
デ
ャ
、

知
多
で
は
デ
ャ
か
ら
ダ
に
変
化
し
出
し
て
い
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

さ
て
、
一
体
、
彼
ら
の
聖
書
訳
は
、
先
の
わ
ず
か
な
例
文
で
も
分
か
る
よ

う
に
、
ほ
と
ん
ど
基
に
な
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
英
文
の
逐
語
訳
で
あ
り
、
日

本
語
と
し
て
不
自
然
で
あ
る
。
ま
た
、
キ
リ
ス
ト
教
の
概
念
も
理
解
困
難
な

中
で
、
彼
ら
は
船
乗
り
を
業
と
す
る
日
常
生
活
語
で
訳
出
に
臨
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
も
ま
だ
若
く
、
社
会
的
な
言
語
経
験
も
浅
い
は
ず
で

あ
る
。
さ
ら
に
ギ
ュ
ッ
ラ
フ
は
語
学
の
才
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
傍

ら
に
は
わ
ず
か
な
日
本
語
関
連
の
先
述
の
辞
書
し
か
な
か
っ
た
の
で
は
な
い

か
。
訳
文
の
意
味
が
通
ら
な
い
点
の
多
い
こ
と
も
無
理
か
ら
ぬ
こ
と
で
あ
っ

三
・
二
中
国
地
方
「
石
見
方
言
茶
話
」
か
ら

次
に
中
国
地
方
山
間
部
の
資
料
に
つ
い
て
見
る
。
こ
こ
に
は
早
く
中
世
か

ら
伝
承
さ
れ
た
「
田
植
草
紙
」
が
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
書
写
は

近
世
も
遅
く
の
も
の
で
、
お
よ
そ
は
中
世
後
期
の
様
相
が
保
持
さ
れ
て
い
る

と
思
わ
れ
る
が
、
注
意
を
要
す
る
。
そ
の
語
学
的
研
究
に
は
山
内
洋
一
郎

（
一
九
七
二
）
が
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
近
世
中
頃
の
成
立
・
書
写
の
「
石

見
方
言
茶
話
」
は
、
近
年
、
米
谷
隆
史
（
二
○
○
四
）
で
紹
介
さ
れ
た
も
の

で
あ
り
、
作
成
者
「
仰
誓
」
の
時
代
の
方
言
を
坊
佛
と
さ
せ
る
面
が
あ
り
貴

重
で
あ
る
。

米
谷
を
参
考
に
す
る
と
、
仰
誓
は
享
保
六
年
（
一
七
二
二
京
都
生
ま

れ
、
二
三
歳
で
伊
賀
上
野
の
住
持
、
四
四
歳
で
石
見
国
の
安
芸
国
と
の
接
境

地
域
で
あ
る
市
木
（
い
ち
ぎ
）
浄
泉
寺
に
来
て
、
安
永
四
年
（
一
七
七
五
）

の
序
文
に
よ
れ
ば
、
「
寺
務
た
る
こ
と
一
○
年
」
「
京
華
ノ
言
音
卜
相
違
」
す

る
方
言
「
四
百
余
言
ヲ
モ
テ
ー
時
ノ
法
話
茶
談
ト
ナ
シ
」
た
と
す
る
。
越
境

者
と
し
て
外
か
ら
、
日
常
は
信
者
に
接
し
て
内
側
か
ら
の
観
察
に
よ
り
作
成

し
た
も
の
で
あ
る
。

本
文
は
漢
字
カ
タ
カ
ナ
交
じ
り
で
、
多
量
の
振
り
仮
名
も
あ
り
、
自
立
語

だ
け
で
な
く
付
属
語
と
の
融
合
形
式
に
も
わ
た
っ
て
、
発
音
を
正
確
に
記
す

た
。
し
か
し
、
日
本
語
聖
書
翻
訳
史
に
お
け
る
最
初
の
も
の
と
し
て
、
こ
の

訳
業
は
大
き
な
一
歩
を
記
す
も
の
で
あ
り
、
合
わ
せ
て
ア
ジ
ア
近
代
史
の
中

で
日
本
の
開
国
前
夜
の
一
道
程
に
関
与
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
点

は
春
名
の
も
の
に
詳
し
い
。

一

一
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意
図
を
感
じ
さ
せ
る
。
方
言
資
料
と
し
て
の
信
遍
性
の
高
さ
は
、
例
え
ば
、

「
ア
イ
」
連
母
音
が
規
則
的
に
ア
ー
と
な
り
、
語
彙
は
「
ノ
コ
ク
ソ
（
大
鋸

屑
）
」
「
ミ
ャ
ス
イ
（
病
が
軽
い
と
「
ト
ロ
ヘ
イ
（
ト
ラ
ヘ
ー
民
間
行
事
と

「
ゴ
ッ
サ
ル
（
下
さ
る
ご
な
ど
、
「
日
本
国
語
大
辞
典
（
第
二
版
匡
『
日
本

方
言
大
辞
典
」
で
中
国
地
方
に
該
当
す
る
語
句
も
散
見
さ
れ
、
理
由
の
助
詞

ヶ
二
・
ヶ
－
が
多
用
さ
れ
、
ジ
ャ
に
ダ
を
混
用
さ
せ
、
敬
語
で
は
（
サ
）
シ

ャ
ル
類
、
ナ
サ
ル
類
な
ど
が
あ
り
、
今
日
の
中
国
山
間
部
に
通
じ
る
形
式
、

ま
た
そ
の
近
世
的
側
面
を
表
す
要
素
が
多
い
。
市
木
は
、
田
植
歌
の
盛
ん
な

安
芸
山
間
部
と
接
す
る
地
域
で
、
似
た
方
言
性
を
持
つ
面
も
多
い
と
思
わ
れ

る
。
そ
の
意
味
で
、
注
意
は
必
要
で
あ
る
が
両
者
の
比
較
は
時
代
的
変
化
を

幾
分
か
見
通
せ
る
可
能
性
が
あ
る
。

で
は
、
問
題
の
意
志
・
推
量
表
現
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
「
田
植

草
紙
」
（
本
文
は
『
新
古
典
大
系
」
に
よ
る
、
数
字
は
そ
の
歌
番
号
）
を
簡

単
に
ま
と
め
る
と
、
意
志
・
推
量
と
も
ウ
に
よ
る
「
ゆ
こ
ふ
（
行
こ
う
）

羽
」
「
着
せ
ふ
“
」
「
恋
ゆ
ふ
別
」
「
じ
や
ふ
（
出
ふ
）
別
」
「
恋
し
か
ろ
ふ

肥
」
な
ど
が
盛
ん
で
あ
り
、
推
量
に
は
別
に
「
来
る
ろ
う
開
」
「
摘
む
ろ
う

略
」
な
ど
、
古
典
語
「
ら
む
」
出
自
の
ロ
－
が
あ
る
。

問
題
の
近
世
前
期
頃
の
「
石
見
方
言
茶
話
」
は
、
動
詞
「
起
き
る
」
に
よ

る
例
は
な
い
の
で
、
表
１
に
、
Ｉ
動
詞
の
語
幹
母
音
別
に
ウ
が
付
く
場
合
を

挙
げ
、
ま
た
、
Ⅱ
名
詞
に
ヲ
の
付
く
環
境
も
あ
わ
せ
て
示
し
、
そ
こ
か
ら
推

測
す
る
ｃ

越
境
者
た
ち
の
方
言
誌

石見資料の「動詞十ウ」環境・「名詞十ヲ」環境の例表1

語幹末母音（＋ ウ） 語例・所在 Ⅱ．「名詞十ヲ」環境の例

難儀ウlウ、テンキ

(自慢）ウ9ウ

コメ（米）ウ14ウ

I

<l>f

<2〉エ 進ジヨー（ママ)14ウ、

～マショー（ママ)15ウ、

コゲフ(闘う、欠ける意)17

オ、寝ヨウl7オ、アツラ

ヨウ（説）6オ

<3〉ア ゴザロ（ママ)15オ、死

ナフ17オ

カソ（傘）ウ16ウ

<4〉オ ．（来）ウ15ウ

ヤク（庖瘡）ウ2ウ<5〉ウ
一

一

九



Ｉ
の
「
動
詞
＋
ウ
」
環
境
の
場
合
、
助
動
詞
ウ
は
未
然
形
承
接
で
あ
る
か

ら
、
〈
１
〉
は
上
一
（
二
）
段
、
〈
２
〉
は
下
一
（
二
）
段
、
〈
３
〉
は
四
段
、

〈
４
〉
は
力
変
の
活
用
語
例
と
な
り
、
〈
５
〉
の
環
境
は
無
い
。
そ
し
て
今

「
マ
マ
」
と
し
た
カ
タ
カ
ナ
表
記
か
ら
し
て
、
〈
２
〉
の
「
進
ジ
ョ
ー
」
「
～

マ
シ
ョ
ー
」
（
原
本
も
「
ョ
」
は
小
書
き
で
あ
る
）
は
シ
ン
ジ
ョ
ー
・
～
マ

シ
ョ
ー
、
〈
３
〉
「
ゴ
ザ
ロ
」
は
ゴ
ザ
ロ
（
－
）
の
よ
う
な
発
音
と
考
え
ら

れ
、
す
る
と
「
コ
ゲ
フ
（
閾
フ
）
」
は
コ
ギ
ョ
ー
、
〈
４
〉
「
．
（
来
）
ウ
」

は
コ
ー
の
よ
う
な
発
音
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
、
〈
２
〉
に
つ
い
て
は
「
寝

ョ
ウ
」
と
、
短
音
節
語
の
み
ョ
ウ
が
分
化
し
て
い
る
が
、
「
ア
ッ
ラ
ョ
ウ

（
誰
こ
は
ま
だ
ョ
ウ
が
未
分
化
の
段
階
で
あ
る
。
で
は
、
〈
１
〉
に
該
当
す

る
「
起
き
＋
ウ
」
の
例
は
ど
う
な
る
か
と
言
う
と
、
格
助
詞
ヲ
の
後
接
す

る
、
Ⅱ
「
名
詞
十
ヲ
」
環
境
の
模
様
が
参
考
に
な
る
。

Ⅱ
の
〈
１
〉
は
ナ
ン
ギ
ュ
ー
・
テ
ン
キ
ュ
ー
、
〈
２
〉
は
コ
メ
ョ
ー
、

〈
３
〉
は
カ
ソ
ー
、
〈
５
〉
は
ヤ
ク
ー
の
発
音
と
思
わ
れ
、
す
る
と
Ⅱ
〈
１
〉

が
「
起
き
＋
ウ
」
環
境
に
近
く
、
オ
キ
ュ
ー
の
発
音
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ

は
図
１
の
該
当
地
域
と
一
致
す
る
。
こ
う
し
て
近
世
中
期
も
図
１
の
模
様
が

あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。

な
お
、
こ
の
資
料
に
は
、
「
達
者
ナ
ウ
チ
ハ
寺
参
り
メ
サ
レ
チ
ョ
ウ
ズ
吃

ウ
」
な
ど
の
「
む
と
す
」
相
当
の
ウ
ズ
が
慣
用
句
と
し
て
数
例
あ
る
こ
と
も

注
目
さ
れ
、
当
時
の
方
言
に
も
幾
ら
か
は
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
今
日
で
も

島
根
県
の
一
部
に
あ
る
こ
と
と
も
符
合
す
る
。

一
方
、
推
量
形
式
も
、
「
起
き
る
」
の
例
は
な
い
が
、
上
と
同
じ
く
「
起

き
１
－
」
で
あ
っ
た
と
考
え
、
図
２
１
１
に
準
じ
、
「
動
詞
十
ウ
」
の
型
と

考
え
る
。

問
題
は
、
Ｇ
Ａ
Ｊ
図
２
１
２
の
よ
う
な
ジ
ャ
ロ
ー
・
グ
ロ
ー
が
既
に
あ
っ

た
か
ど
う
か
で
あ
る
。
類
例
と
し
て
、
「
デ
キ
テ
有
（
ア
ラ
）
フ
」
（
Ⅳ
オ
）

と
辞
的
な
テ
ア
ル
形
式
、
「
ジ
ャ
ル
（
「
来
る
」
の
意
）
デ
ア
ラ
フ
ヶ
ー
こ

（
８
ウ
）
「
未
熟
（
マ
ン
ダ
ニ
エ
ン
）
デ
ァ
ロ
ー
」
（
Ⅳ
オ
）
な
ど
デ
ァ
ル
形

式
は
あ
る
。
説
教
談
話
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
こ
れ
ら
は
固
い
表
現
と
思

わ
れ
、
口
語
で
は
ジ
ャ
ロ
ー
か
、
土
地
柄
か
ら
場
合
に
よ
っ
て
は
グ
ロ
ー
も

あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
し
か
し
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
、
上
述
の
「
動
詞

十
ウ
」
型
の
勢
力
が
優
勢
で
、
今
日
的
な
ジ
ャ
ロ
ー
・
グ
ロ
ー
は
ま
だ
や
や

劣
勢
で
は
な
か
っ
た
か
。

さ
ら
に
、
図
２
１
１
の
、
現
在
、
中
国
地
方
西
端
や
四
国
・
九
州
南
部
に

多
い
「
ら
む
」
出
自
の
ロ
ー
も
こ
の
資
料
に
は
見
ら
れ
な
い
（
過
去
推
量
の

「
つ
＋
ら
む
」
出
自
の
ツ
ロ
ー
は
あ
る
）
。
し
か
し
、
ロ
－
は
「
田
植
草
紙
」

に
か
な
り
現
れ
、
ま
た
今
は
九
州
に
も
届
い
て
い
る
。
す
る
と
中
国
地
方
に

も
か
つ
て
あ
り
、
そ
れ
が
「
石
見
方
言
茶
話
」
の
時
代
に
は
衰
退
し
、
図
２

１
ｌ
の
よ
う
に
、
も
う
少
し
西
部
寄
り
へ
と
狭
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
想
定
さ

れ
る
。こ

う
し
て
、
資
料
は
乏
し
い
が
、
先
行
す
る
「
田
植
草
紙
」
と
近
世
中
頃

の
「
石
見
方
言
茶
話
」
、
ま
た
Ｇ
Ａ
Ｊ
も
参
照
す
る
と
、
あ
る
程
度
の
変
化

模
様
が
現
れ
て
く
る
。
こ
の
地
域
の
変
化
は
、
意
志
表
現
で
は
、
「
起
き
ウ
」

出
自
が
「
起
き
１
－
」
化
し
、
山
間
部
を
除
い
て
「
起
き
ョ
－
」
段
階
ま
で

来
て
、
し
か
し
、
ま
だ
「
起
き
ョ
ウ
」
の
よ
う
に
ョ
ウ
分
化
ま
で
に
は
至
ら

な
い
過
程
が
想
定
さ
れ
る
。
推
量
に
は
「
ら
む
」
出
自
の
ロ
－
が
あ
り
、
合

○



三
・
三
薩
摩
地
方
「
ゴ
ン
ザ
の
記
録
類
」
そ
の
他

三
・
三
・
’
九
州
地
方
の
問
題

次
に
ゴ
ン
ザ
資
料
を
見
る
が
、
そ
の
前
に
関
連
研
究
に
触
れ
、
問
題
を
絞

っ
て
お
く
。
こ
の
地
方
の
意
志
表
現
は
図
１
で
助
動
詞
ウ
に
よ
る
「
起
き
１

－
」
と
、
こ
れ
が
ラ
行
五
段
化
し
た
「
起
き
ロ
ー
」
（
南
部
で
は
「
起
き
ツ

ド
」
化
）
の
二
形
式
が
注
目
さ
れ
、
推
量
は
図
２
１
１
か
ら
「
ら
む
」
出
自

の
「
起
き
ロ
ー
」
（
ま
れ
に
「
起
き
ツ
ド
」
）
が
多
く
、
新
し
く
は
図
２
１
２

か
ら
「
起
き
る
ジ
ャ
ロ
ー
」
が
強
ま
り
つ
つ
あ
る
。
こ
の
模
様
は
、
既
に

『
九
州
方
言
の
総
合
的
研
究
改
訂
版
』
『
講
座
方
言
学
９
」
な
ど
に
述
べ
ら
れ

て
い
る
。
一
・
二
段
活
用
類
の
う
行
五
段
化
は
小
林
隆
（
一
九
九
五
）
や
彦

坂
（
二
○
○
二
ｂ
）
の
あ
る
こ
と
も
触
れ
た
。
活
用
型
の
類
別
の
視
点
か
ら

は
大
西
拓
一
郎
（
一
九
九
五
）
が
あ
る
。

一
方
、
迫
野
度
徳
（
一
九
九
八
）
は
九
州
の
活
用
型
の
変
化
に
は
固
有
の

傾
向
が
あ
る
と
し
、
変
格
活
用
を
別
に
す
れ
ば
五
段
活
用
と
下
二
段
活
用
へ

統
合
す
る
「
駆
流
」
が
あ
る
こ
と
（
上
二
段
も
下
二
段
化
す
る
地
域
あ

り
）
、
従
来
言
わ
れ
る
ラ
行
五
段
化
は
全
国
ひ
と
し
な
み
の
経
緯
で
は
な
く

九
州
で
は
問
題
の
一
段
・
二
段
活
用
類
が
、
一
段
化
の
方
向
よ
り
も
直
接
に

わ
せ
て
ウ
が
こ
れ
と
何
ら
か
の
表
現
区
分
を
保
っ
て
存
立
し
、
や
が
て
「
石

見
方
言
茶
話
」
の
時
代
に
は
ロ
－
が
衰
退
し
、
意
志
形
と
同
じ
ウ
が
残
り
、

そ
し
て
ジ
ャ
ロ
ー
・
グ
ロ
ー
が
現
れ
始
め
る
歴
史
が
想
定
さ
れ
る
。
さ
ら
に

以
前
は
「
べ
し
」
も
伝
播
し
た
が
後
発
形
式
に
塗
り
替
え
ら
れ
、
「
む
と
す
」

も
伝
播
し
今
は
痕
跡
を
と
ど
め
る
と
い
っ
た
変
化
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

越
境
者
た
ち
の
方
言
誌

ラ
行
五
段
化
に
向
か
う
傾
向
が
強
い
と
述
べ
て
い
る
。

以
上
か
ら
、
（
１
）
「
ゴ
ン
ザ
の
資
料
」
で
「
起
き
る
」
の
意
志
・
推
量
形

と
関
連
し
て
、
ラ
行
五
段
化
の
状
況
、
ま
た
そ
れ
が
盛
ん
に
な
る
時
期
は
い

つ
か
、
（
２
）
一
段
化
と
二
段
活
用
の
保
持
と
の
関
連
は
ど
う
か
、
な
ど
が

問
題
と
な
る
。
（
１
）
は
上
の
彦
坂
で
お
よ
そ
を
述
べ
た
の
で
、
こ
こ
で
は

当
面
の
意
志
・
推
量
図
の
解
釈
の
課
題
を
外
れ
な
い
範
囲
で
、
（
２
）
と
も

か
ら
め
て
考
え
る
。

三
・
三
・
二
ゴ
ン
ザ
の
資
料
か
ら

ゴ
ン
ザ
は
近
世
中
期
の
薩
摩
の
漂
流
民
、
ロ
シ
ア
で
日
本
語
を
教
え
た
人

物
で
あ
り
、
短
期
間
の
内
に
膨
大
な
ロ
シ
ア
語
と
日
本
語
の
対
訳
的
な
仕
事

を
残
し
て
い
る
。
日
本
へ
帰
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。

い
ま
上
村
忠
昌
（
二
○
○
二
第
一
章
に
よ
れ
ば
、
日
本
暦
・
享
保
一
三

年
（
一
七
二
八
）
見
習
い
水
夫
ゴ
ン
ザ
一
○
歳
の
時
、
二
月
一
八
日
薩
摩

か
ら
大
阪
へ
の
船
が
難
破
し
、
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
を
経
て
ロ
シ
ア
・
ユ
リ
ウ
ス

暦
一
七
二
九
年
六
月
、
一
行
一
七
名
は
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
半
島
に
漂
着
、
多
く

は
コ
サ
ッ
ク
の
隊
長
ら
に
殺
さ
れ
、
ゴ
ン
ザ
と
三
五
歳
の
商
人
で
案
内
役
の

ソ
ウ
ザ
と
二
人
だ
け
生
き
残
り
、
上
級
役
人
に
引
き
取
ら
れ
、
一
七
三
一
年

ヤ
ク
ー
ツ
ク
に
送
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
を
聞
い
た
ロ
シ
ア
高
官
が
、
彼
ら
の

日
本
語
の
知
識
を
活
用
す
べ
く
提
案
し
、
一
七
三
三
年
、
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
へ

送
ら
れ
た
。
当
時
ロ
シ
ア
は
極
東
進
出
の
た
め
の
手
段
と
し
て
日
本
語
が
必

要
と
さ
れ
、
そ
の
教
師
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
一
七
三
六
年
、
科
学
ア
カ
デ

ミ
ー
に
移
さ
れ
た
二
人
は
一
緒
に
生
活
し
日
本
語
の
保
持
に
努
め
、
ポ
ク
ダ

ー
ノ
フ
の
扶
養
と
指
導
の
も
と
に
キ
リ
ス
ト
教
や
ロ
シ
ア
語
の
習
得
に
勢
出

一
一
一
一



し
、
ゴ
ン
ザ
は
そ
の
才
を
認
め
ら
れ
て
一
七
三
六
年
、
日
本
語
学
校
開
設
に

よ
り
日
本
語
教
師
と
な
っ
た
。
上
村
は
こ
の
点
に
つ
き
「
（
科
学
ア
カ
デ
ミ

ー
の
学
習
に
）
ゴ
ン
ザ
は
水
を
得
た
魚
の
よ
う
に
、
才
能
を
発
揮
し
て
い
っ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
ロ
シ
ア
語
の
語
彙
・
文
法
・
音
韻
の
語
学
を

学
び
な
が
ら
、
ソ
ウ
ザ
の
お
か
げ
で
日
本
語
力
も
の
び
て
い
っ
た
で
あ
ろ

う
。
そ
し
て
、
自
分
の
使
っ
て
い
る
日
本
語
に
対
し
て
、
そ
の
文
法
的
特
徴

や
ア
ク
セ
ン
ト
な
ど
に
細
か
な
注
意
を
払
う
こ
と
を
ボ
ダ
ー
ノ
フ
か
ら
教
え

ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
も
し
故
郷
の
薩
摩
を
出
て
居
な
け
れ
ば
、
生
涯
気
づ

か
な
か
っ
た
事
柄
で
あ
っ
た
ろ
う
」
（
八
頁
）
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
ボ

ク
ダ
ー
ノ
フ
の
指
導
、
ま
た
共
同
し
て
、
わ
ず
か
三
年
半
の
間
に
六
種
類
の

著
作
が
成
さ
れ
た
。
草
案
本
と
浄
書
本
で
一
○
冊
、
合
わ
せ
る
と
二
一
六
二

ペ
ー
ジ
に
も
及
ぶ
と
す
る
（
一
二
頁
）
。
し
か
し
、
ソ
ウ
ザ
は
一
七
三
六
年

九
月
に
四
三
歳
で
死
去
、
ゴ
ン
ザ
も
一
七
三
七
年
一
二
月
に
二
一
歳
の
若
さ

で
死
去
し
た
。
な
お
、
ゴ
ン
ザ
の
薩
摩
で
の
出
身
地
に
つ
い
て
は
確
定
さ
れ

て
い
な
い
。

ゴ
ン
ザ
著
作
の
日
本
で
の
報
告
と
研
究
は
村
山
七
郎
に
は
じ
ま
り
、
『
漂

流
民
の
言
語
」
（
一
九
六
五
）
に
結
実
し
て
い
る
が
、
上
村
は
こ
の
補
遺
を

し
正
確
を
期
し
た
上
で
研
究
を
深
め
て
い
る
。
ゴ
ン
ザ
の
関
与
し
た
著
作
の

一
部
は
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
の
複
写
版
と
し
て
鹿
児
島
県
立
図
書
館
に
里
帰

り
し
て
い
る
。
そ
の
一
部
「
図
説
感
覚
世
界
」
「
友
好
会
話
手
帳
」
の
翻
訳

・
翻
字
は
江
口
泰
生
（
一
九
九
八
）
が
あ
る
。

こ
れ
ら
ゴ
ン
ザ
の
資
料
を
、
村
山
・
上
村
ら
の
ロ
シ
ア
語
か
ら
ロ
ー
マ
字

転
写
と
日
本
語
翻
訳
に
よ
っ
て
見
る
こ
と
に
す
る
。
注
意
す
べ
き
は
、
先
の

著
作
は
主
に
ボ
ク
ダ
ー
ノ
フ
の
ロ
シ
ア
語
文
を
ゴ
ン
ザ
が
日
本
語
に
翻
訳
す

る
形
で
な
さ
れ
、
ゴ
ザ
ン
側
で
は
ロ
シ
ア
語
の
語
順
に
そ
っ
た
逐
語
訳
的
な

も
の
で
あ
り
、
か
つ
日
本
語
を
忘
れ
か
け
て
い
る
面
も
危
倶
さ
れ
る
こ
と
、

本
稿
の
資
料
と
し
て
の
面
で
は
日
本
語
転
写
に
際
し
て
漏
れ
る
情
報
も
あ
る

か
も
し
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
当
面
の
目
的
に
は
さ
し
た
る
支
障
は
な
い

と
考
え
る
。

ゴ
ン
ザ
関
連
の
資
料
は
上
述
の
よ
う
に
研
究
が
進
ん
で
お
り
、
特
有
の
音

変
化
、
こ
れ
に
伴
う
語
末
を
中
心
と
す
る
母
音
の
無
声
化
が
盛
ん
で
あ
り
、

敬
語
助
動
詞
「
（
ら
）
る
る
」
も
そ
の
影
響
下
に
ル
脱
を
起
こ
し
か
け
て
四

段
化
的
傾
向
が
見
ら
れ
、
助
詞
で
は
理
由
の
二
・
デ
、
順
体
助
詞
卜
な
ど
、

今
日
の
鹿
児
島
方
言
に
通
う
か
、
そ
の
前
段
の
模
様
が
様
々
に
認
め
ら
れ
て

い
う
（
》
Ｏ

さ
て
も
問
題
の
Ｇ
Ａ
Ｊ
図
１
「
起
き
よ
う
」
で
あ
る
が
、
直
接
こ
の
動
詞

の
環
境
は
無
い
。
そ
こ
で
、
い
ま
大
量
の
語
彙
が
収
録
さ
れ
て
い
る
「
新
ス

ラ
ヴ
日
本
語
辞
典
』
（
原
本
は
一
七
三
八
年
、
こ
こ
で
は
村
山
ら
に
よ
る
ア

ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
翻
字
・
翻
訳
、
ナ
ウ
カ
書
店
一
八
八
五
）
で
見
る
。
い
ま
便

宜
そ
の
索
引
に
よ
り
、
整
理
し
表
２
と
し
た
。

ま
ず
、
１
意
志
・
推
量
の
助
動
詞
ウ
が
後
接
す
る
意
志
形
式
を
、
前
項
動

詞
の
未
然
形
の
末
尾
母
音
ご
と
に
整
理
す
る
。
次
に
ま
た
、
Ⅱ
似
た
環
境
の

あ
る
形
容
詞
ウ
音
便
に
つ
い
て
形
容
詞
語
末
母
音
ご
と
の
整
理
を
記
す
。
さ

ら
に
Ⅲ
参
考
に
な
る
名
詞
形
に
っ
て
も
整
理
し
た
。
一
通
り
気
づ
い
た
も
の

代
表
例
で
あ
る
（
用
例
末
の
番
号
は
『
新
ス
ラ
ヴ
日
本
語
辞
典
」
の
索
引

頁
）
。
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表2ゴンザ資料の「動詞十ウ」・「形容詞十ウ」・「名詞形」の環境

Ⅲ名詞形幸
日母末

イ
幹
ｊ

五
口
１
１

一
三
口
ノ
ー
、

I.動詞十ウ

キユナス（黄うなす

黄くなす）476越
境
者
た
ち
の
方
言
誌

キユ（今日）478<2〉エ ヤキュ（自分を腹立たせる、

やけよう)561、クツシュ（マ

マ）（きつうしょう自制す

る）482、ウツシユ（ママ）（う

つせよう捨てられる）462

ニゴラカソ（濁らかそう）

477、モヤソ（燃やそう）

599、ヤロチユ（やろうと言

う約束する）562、オニナ

ソ（王になそう）464

カロナス（辛ウナ

ス）474、キタノス

ル（汚なうする）477

<3〉ア

キニユ(昨日)477ツユナル（我が強う

なる自分が強くな

る）568

<4〉オ

<5〉ウ

表
２
の
例
は
十
分
で
な
い
が
、
〈
２
〉
Ｉ
の
エ
ウ
環
境
と
〈
４
〉
の
Ⅱ
の

オ
ウ
環
境
は
ウ
（
ｌ
）
、
こ
れ
に
対
し
〈
３
〉
Ｉ
と
Ⅱ
の
ア
ウ
環
境
は
オ

（
－
）
と
な
り
、
今
日
で
も
い
わ
ゆ
る
中
世
末
の
オ
段
長
音
の
開
合
が
九
州

で
は
開
音
オ
ー
、
合
音
ウ
ー
で
対
立
し
て
い
る
模
様
が
よ
く
現
れ
て
い
る
。

こ
の
点
は
、
早
く
ロ
ド
リ
ゲ
ス
『
日
本
大
文
曲
二
（
一
○
六
四
年
刊
、
い
ま

土
井
忠
生
訳
、
三
省
堂
に
よ
る
）
第
二
巻
「
卑
語
」
部
に
記
述
が
あ
り
、
そ

れ
が
今
日
に
う
け
つ
が
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
で
は
、
問
題
の
「
起
き
＋

ウ
」
環
境
は
と
な
る
と
、
合
音
の
「
起
き
１
－
」
と
な
る
こ
と
は
明
白
で
あ

る
。
な
お
、
Ⅱ
形
容
詞
の
〈
１
〉
「
キ
ュ
ナ
ス
」
は
「
（
１
）
イ
」
に
入
れ
る

べ
き
か
迷
う
が
、
開
合
面
か
ら
し
て
も
「
起
き
る
」
の
意
志
形
は
オ
キ
ュ
ー

と
確
定
さ
れ
よ
う
。

次
に
推
量
形
式
は
、
こ
れ
を
容
易
に
見
出
せ
な
い
で
い
る
。
参
考
ま
で
に

や
や
時
期
の
下
る
「
友
好
会
話
手
帳
」
で
、
こ
と
わ
ざ
「
金
を
纒
っ
て
も
猿

は
常
に
猿
、
片
輪
者
は
常
に
片
輪
者
」
の
日
本
語
訳
に
は
推
量
形
式
が
あ

り
、
「
・
・
・
サ
ル
ヂ
ェ
オ
ロ
・
・
・
キ
ン
キ
チ
ェ
オ
ロ
」
と
ウ
が

使
用
さ
れ
た
「
居
ロ
（
－
と
で
あ
り
他
の
類
例
で
も
同
じ
く
「
う
」
に
よ

り
、
図
２
１
１
の
「
ら
む
」
出
自
の
ロ
ー
形
式
は
現
れ
な
い
。
ま
た
、
意
志

・
否
定
形
式
の
ラ
行
五
段
化
形
式
も
ま
ず
無
い
（
だ
た
し
、
全
体
の
前
半
部

分
ま
で
の
調
査
）
。

で
は
、
ゴ
ン
ザ
の
時
代
に
こ
れ
が
無
か
っ
た
か
と
言
え
ば
、
ロ
ド
リ
ゲ
ス

の
『
日
本
大
文
典
」
に
肥
前
・
肥
後
・
筑
後
、
そ
の
近
辺
の
国
々
に
問
題
の

形
式
が
使
用
さ
れ
る
記
事
（
第
二
巻
・
卑
語
）
が
知
ら
れ
、
今
日
で
も
図
２

１
２
に
広
い
分
布
が
み
え
る
た
め
、
ゴ
ン
ザ
の
時
代
に
無
か
っ
た
と
は
考
え
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ら
れ
な
い
《
〕
ゴ
ン
ザ
の
場
合
、
訳
出
の
元
に
な
っ
た
ロ
シ
ア
語
文
に
推
量
形

式
の
場
面
が
乏
し
か
っ
た
た
め
で
は
な
い
か
。

以
上
に
よ
れ
ば
、
ゴ
ン
ザ
は
「
う
」
に
よ
っ
て
意
志
・
推
量
を
表
し
て
い

る
が
、
こ
の
「
う
」
が
後
接
し
た
場
合
、
今
日
で
は
こ
れ
が
ラ
行
五
段
化
し

「
や
け
ロ
ー
」
「
失
っ
セ
ロ
ー
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
当
時
は
ま
だ
起
こ
っ
て

い
な
い
状
態
で
あ
る
。
ま
た
、
連
用
形
の
五
段
化
形
な
ら
「
起
き
シ
て
」
な

ど
と
促
音
化
す
る
は
ず
で
あ
る
が
、
実
例
に
よ
れ
ば
そ
う
は
な
ら
ず
「
煮
タ

朔
」
「
乾
（
ひ
）
タ
Ⅷ
」
な
ど
と
、
促
音
化
し
て
い
な
い
。
参
考
ま
で
に
否

定
形
も
「
ミ
ン
（
見
ん
）
湖
」
と
五
段
化
し
な
い
。
た
だ
し
、
わ
ず
か
に

「
日
本
語
会
話
入
門
」
で
は
古
典
語
と
同
じ
「
見
ン
Ⅲ
」
も
あ
る
が
、
ラ
行

五
段
化
し
た
「
寝
ラ
ン
燗
」
が
あ
る
（
用
例
末
の
数
字
は
上
村
著
の
語
例
番

号
）
〔
〕
以
上
の
限
り
で
は
、
ゴ
ン
ザ
資
料
で
の
ラ
行
五
段
化
例
は
今
の
と
こ

ろ
「
寝
ラ
ン
」
の
み
で
あ
る
。
こ
の
五
段
化
例
の
要
因
と
し
て
は
単
音
節
語

と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、
同
じ
く
「
見
ラ
ン
」
な
ど
は
五
段
化
せ

ず
、
こ
れ
だ
け
の
説
明
で
は
不
十
分
で
あ
る
。
し
か
し
、
例
が
少
な
い
の
は

ラ
行
五
段
化
が
ま
だ
発
達
し
な
っ
た
時
期
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
い
わ
ゆ
る
二
段
活
用
の
一
段
化
例
は
、
上
二
段
活
用
は
一
部
の
語

に
あ
る
が
、
下
二
段
に
関
し
て
は
無
い
・

九
州
で
の
五
段
化
傾
向

一
体
、
九
州
で
の
ラ
行
五
段
化
、
ま
た
い
わ
ゆ
る
二
段
活
用
の
一
段
化
の

傾
向
は
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
改
め
て
先
行
研
究
の
記
述
や
資
料
か

ら
さ
ぐ
っ
て
み
る
。
い
ま
、
吉
町
義
雄
「
北
狄
和
語
考
」
（
以
下
、
「
吉
町

１
」
）
、
同
「
九
州
の
コ
ト
ハ
」
（
以
下
、
「
吉
町
２
」
）
、
篠
崎
久
躬
『
長
崎
方

言
の
歴
史
的
研
究
』
（
以
下
、
「
篠
崎
」
）
な
ど
も
参
照
し
て
、
こ
れ
ら
各
文

献
か
ら
意
志
形
式
を
取
り
だ
し
て
整
理
す
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。
出
典
の

略
記
の
な
い
も
の
は
彦
坂
に
よ
る
。

．
「
柳
川
方
言
水
十
恒
河
沙
一
撮
」
（
以
下
「
柳
川
方
言
」
）
近
世
中
期
と

推
定

「
見
う
」
「
し
（
為
）
う
」
「
し
か
（
仕
掛
）
き
う
」

＊
一
段
化
例
恥
ア
ヶ
テ
水
ヲ
イ
レ
ル
事
（
下
二
段
か
ら
、
注
記
の
中

に
）

．
「
日
本
風
俗
考
」
一
八
三
三
長
崎
出
島
「
見
１
－
」
「
為
（
シ
）
１

－
」＊

（
命
令
形
は
「
食
べ
ロ
」
な
ど
ｌ
ロ
末
尾
形
多
し
）
〈
吉
町
１
〉

．
「
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
の
記
録
」
一
八
四
九
長
崎
「
起
き
ロ
ー
」
「
来

（
キ
）
ロ
ー
・
来
（
ク
）
ロ
ー
」

＊
一
段
化
例
は
「
逃
げ
る
」
〈
吉
町
１
〉

．
「
長
崎
万
才
」
一
八
五
一
「
ど
う
し
ふ
ろ
」
（
「
し
ふ
」
は
「
サ
変
十

ウ
」
「
ろ
ふ
」
は
「
ら
む
」
出
自
の
推
量
）

＊
「
当
時
の
文
献
に
は
う
行
五
段
化
傾
向
が
見
え
な
い
」
と
す
る
。
九

八
頁
〈
篠
崎
〉

．
「
露
都
創
刊
ロ
日
小
辞
典
」
一
八
六
○
長
崎
停
泊
中
の
記
録

＊
上
二
段
３
例
／
上
一
段
化
９
例
下
二
段
別
例
／
下
一
段
化
団
例

〈
吉
町
１
〉

。
『
大
和
口
上
言
葉
集
」
幕
末
頃
「
申
上
ケ
ウ
弱
オ
」
「
し
よ
（
為
）
こ

四



と
ハ
邪
オ
」
「
呉
り
ふ
別
ウ
」
「
死
に
を
し
ゆ
（
為
）
よ
り
は
邪
オ
」
／

＊
「
見
よ
う
な
ら
師
オ
」

＊
「
見
ら
ふ
師
オ
」
「
ね
ら
ふ
（
寝
）
師
オ
」

こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
や
や
早
い
例
と
し
て
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
の
場
合
が
あ
る
。
彼

は
日
本
へ
の
興
味
か
ら
密
航
し
、
し
ば
ら
く
長
崎
で
通
事
に
英
語
を
教
え
た

最
初
の
英
語
教
師
と
さ
れ
る
人
物
で
あ
る
（
伝
記
は
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
『
日
本

回
想
記
」
に
詳
し
い
）
。
こ
れ
ら
の
資
料
は
取
得
場
面
・
地
域
も
違
い
、
ひ

と
し
な
み
に
は
捕
ら
え
に
く
い
が
、
幕
末
期
ま
で
は
き
わ
め
て
散
発
的
に
し

か
ラ
行
五
段
化
が
見
ら
れ
な
い
と
し
て
良
い
と
思
う
。
幕
末
期
に
入
っ
て
も

な
お
ラ
行
五
段
化
形
式
は
少
な
く
、
「
大
和
口
上
言
葉
集
」
に
な
っ
て
よ
う

や
く
＊
印
の
「
見
よ
う
」
と
ヨ
ウ
分
化
や
「
見
ら
ふ
」
「
寝
ら
ふ
」
の
う
行

五
段
化
が
や
や
目
立
つ
よ
う
に
な
る
。
こ
の
資
料
の
性
格
は
も
う
ひ
と
つ
判

然
と
し
な
い
が
、
全
体
と
し
て
は
う
行
五
段
化
が
よ
う
や
く
起
こ
り
始
め
た

様
子
が
窺
え
よ
う
。
し
か
し
、
ま
だ
単
音
節
語
の
範
囲
内
で
あ
る
こ
と
は
、

こ
の
進
行
が
広
く
行
き
渡
っ
て
い
な
い
こ
と
を
示
唆
す
る
よ
う
に
思
う
。

一
方
、
上
二
段
語
類
の
一
段
化
は
い
く
ら
か
見
ら
れ
る
。
下
二
段
の
一
段

化
も
み
え
る
。
実
は
こ
れ
ら
も
ラ
行
五
段
化
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
他
の
活

用
形
も
同
時
に
五
段
化
し
て
い
る
と
は
思
え
な
い
中
で
は
、
一
段
活
用
に
引

か
れ
て
の
動
き
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
全
体
に
は
、
上
二
段
活
用
が
早

く
に
一
段
化
傾
向
で
あ
り
、
そ
の
後
に
他
の
活
用
形
の
ラ
行
五
段
化
が
お
こ

り
、
全
体
と
し
て
の
五
段
化
が
整
っ
て
い
く
と
考
え
る
。
上
引
・
迫
野
の
言

う
よ
う
に
九
州
で
の
五
段
と
下
二
段
へ
の
整
備
動
向
は
他
地
域
と
違
う
注
意

す
べ
き
点
で
あ
ろ
う
が
、
二
段
活
用
の
一
段
化
は
こ
の
趨
勢
に
先
ん
じ
て
あ

越
境
者
た
ち
の
方
言
誌

り
、
や
が
て
ラ
行
五
段
化
が
多
く
の
活
用
形
で
揃
っ
て
行
く
過
程
を
考
え
た

い
。
こ
の
点
の
論
証
は
、
十
分
で
は
な
い
が
彦
坂
（
二
○
○
二
で
も
述
べ

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

明
治
期
以
降
は
、
吉
町
（
一
九
七
六
）
所
収
の
『
鹿
児
島
方
言
文
学
四
書

抄
』
に
、
否
定
「
見
ラ
ン
測
頁
」
「
出
ら
ん
細
頁
ｌ
こ
れ
は
大
正
三
年
、
命

令
形
「
見
れ
捌
頁
」
な
ど
ど
出
る
が
、
意
志
と
お
も
わ
れ
る
「
悟
気
し
ゆ
如

た
シ
ど
捌
頁
」
と
伝
統
的
な
形
式
も
あ
り
、
盛
ん
と
も
言
い
に
く
い
。
『
口

語
法
調
査
報
告
書
』
（
明
治
三
九
年
）
の
第
五
条
、
上
一
段
の
命
令
、
未
来
」

を
み
て
も
「
射
ろ
・
見
ろ
」
「
着
う
・
似
う
・
見
う
」
と
だ
け
あ
り
、
ラ
行

五
段
化
は
無
い
。
公
式
的
な
回
答
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
Ｇ
Ａ
Ｊ
に
見
ら
れ

る
広
い
活
用
形
に
及
ぶ
ラ
行
五
段
化
は
や
や
先
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

以
上
、
九
州
で
の
五
段
と
下
二
段
趨
勢
の
中
で
は
、
上
二
段
の
一
段
化
が

早
く
、
遅
れ
て
ラ
行
五
段
化
の
諸
活
用
形
が
現
れ
、
や
は
り
一
段
化
趨
勢
も

過
渡
期
に
は
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
、
各
活
用
形
が
揃
う
形
で
ラ
行
五
段
化

を
強
め
る
の
は
早
く
て
幕
末
以
降
、
や
は
り
明
治
期
に
か
け
て
の
こ
と
と
考

え
る
点
を
述
べ
た
。
ゴ
ン
ザ
資
料
は
こ
の
動
向
の
ご
く
初
期
的
な
模
様
を
現

す
こ
と
が
貴
重
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
ゴ
ン
ザ
、
そ
の
他
の
諸
資
料
か
ら
推
量
・
意
志
の
変
化
経
緯

が
推
測
で
き
る
。
意
志
・
推
量
と
も
ウ
に
よ
る
「
起
き
１
－
」
が
安
定
し
、

推
量
の
「
ら
む
」
出
自
の
「
起
き
ロ
ー
」
も
あ
り
「
起
き
ツ
ド
」
形
も
派
生

し
て
い
る
。
推
量
で
は
両
者
が
何
ら
か
の
表
現
区
分
が
あ
っ
た
も
の
と
想
像

さ
れ
る
。
明
治
期
近
く
に
な
る
と
「
起
き
１
－
」
は
う
行
五
段
化
を
や
や
進

め
「
起
き
ロ
ー
」
（
「
起
き
ロ
ッ
」
も
生
じ
た
か
）
と
な
り
、
推
量
の
そ
れ
と

五



同
形
と
な
り
、
今
日
、
方
言
と
し
て
強
く
存
続
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
詳
細
は
省
く
が
「
起
き
ョ
ウ
」
な
ど
ョ
ウ
分
化
の
方
向
を
進
め
な
か

っ
た
の
は
、
上
述
し
た
九
州
特
有
の
オ
段
長
音
の
開
合
の
制
約
が
、
強
く
こ

の
方
向
に
向
か
う
こ
と
を
規
制
し
た
た
め
と
考
え
る
。
そ
の
後
、
「
起
き
る

ジ
ャ
ロ
ー
」
の
「
断
定
辞
十
ウ
」
型
が
進
出
し
、
今
日
の
Ｇ
Ａ
Ｊ
図
２
の
模

様
と
な
っ
た
と
考
え
る
。
こ
れ
ら
の
前
に
「
べ
し
」
「
う
ず
」
の
伝
播
が
こ

こ
ま
で
届
い
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。

九
州
全
域
の
歴
史
も
、
ほ
ぼ
右
の
諸
形
式
の
変
化
順
で
説
明
が
可
能
で
あ

る
と
思
わ
れ
、
地
域
差
は
こ
の
変
化
順
の
到
達
段
階
の
各
様
を
示
す
も
の
で

あ
ろ
う
。
以
上
に
見
て
き
た
薩
摩
地
域
を
主
と
す
る
様
相
は
、
特
殊
な
変
異

形
は
別
に
し
て
、
こ
う
し
た
変
化
経
緯
が
縮
図
の
よ
う
に
現
れ
て
い
る
よ
う

に
思
う
。

三
・
四
桑
名
藩
士
に
よ
る
「
桑
名
日
記
」

最
後
に
、
「
桑
名
日
記
」
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
と
は
違
う
方
言
誌
の
面

を
見
る
ｃ
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
、
越
中
守
松
平
家
主
君
の
転
封
に
と
も

な
い
、
伊
勢
国
桑
名
に
東
北
白
河
に
八
二
年
間
い
た
家
中
の
人
々
が
移
住
し

て
来
た
。
米
蔵
番
役
、
渡
邊
平
太
夫
（
当
時
、
数
え
四
○
歳
）
一
家
も
こ
れ

に
属
す
る
。
そ
の
一
六
年
後
、
養
子
・
勝
之
助
（
転
封
時
二
一
歳
）
一
家
が

支
領
・
越
後
国
柏
崎
に
赴
任
す
る
に
伴
い
、
平
太
夫
と
勝
之
助
の
書
状
の
や

り
と
り
が
始
ま
り
、
お
よ
そ
一
○
年
間
も
続
い
て
い
る
。
後
日
、
こ
れ
ら
は

勝
之
助
の
次
男
・
真
吾
の
手
で
、
平
太
夫
か
ら
の
書
状
は
「
桑
名
日
記
」
、

勝
之
助
の
そ
れ
は
「
柏
崎
日
記
」
と
し
て
綴
じ
ら
れ
、
幾
人
か
の
手
を
へ
て

桑
名
郡
伊
東
家
の
所
蔵
と
な
り
、
今
日
で
は
桑
名
博
物
館
に
収
め
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
日
記
の
研
究
は
彦
坂
（
二
○
○
三
）
、
ま
た
山
本
志
帆
子
（
二
○

一
○
）
な
ど
が
あ
る
。
い
ま
澤
下
春
男
・
能
親
父
子
の
翻
刻
『
桑
名
日
記
」

に
よ
り
、
こ
れ
を
見
る
。
例
文
の
所
在
は
「
巻
１
頁
」
で
示
す
』

「
桑
名
日
記
」
は
、
公
事
の
記
述
は
漢
字
に
よ
る
記
録
体
風
で
あ
る
が
、

勝
之
助
が
置
い
て
い
っ
た
長
男
「
錬
之
助
」
の
愛
育
記
に
桑
名
の
動
静
を
ま

じ
え
た
日
常
の
記
事
は
平
仮
名
が
勝
り
、
口
頭
語
が
豊
富
で
、
下
級
武
士
の

生
活
や
言
語
を
知
る
格
好
の
資
料
で
あ
る
。
渡
邊
家
で
は
書
状
が
届
く
度
に

「
ミ
ん
な
ニ
状
を
よ
ん
で
き
か
せ
る
。
ミ
な
ノ
ー
た
っ
し
や
の
よ
し
あ
ん
し

ん
い
た
す
」
（
第
１
巻
ｌ
妬
頁
）
、
な
ど
と
あ
り
、
親
族
や
近
所
の
者
達
が
こ

の
書
状
を
食
い
入
る
よ
う
に
読
ん
だ
。
関
係
者
の
動
向
を
知
ら
せ
る
便
り
な

の
で
あ
る
。

さ
て
、
問
題
の
意
志
・
推
量
表
現
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
次
の
よ
う
な
表

現
が
普
通
の
こ
と
で
あ
る
。

１
．
お
ば
ゞ
「
そ
ん
な
ら
つ
れ
て
い
っ
て
見
せ
よ
う
」
と
馬
道
な
か
ほ
ど

ま
で
ゆ
く
と
、
竹
の
あ
る
を
見
て
（
錬
之
助
）
「
此
あ
い
だ
お
じ
い
さ

と
竹
買
い
ニ
き
た
と
こ
だ
ぜ
」
－
１
回

２
．
直
二
半
分
お
ろ
し
大
根
ヲ
か
け
、
（
錬
之
助
）
「
昼
飯
給
よ
う
た
べ
よ

う
」
と
言
て
こ
切
給
て
「
う
ま
く
て
こ
た
へ
ら
れ
ん
」
と
言
。
Ｙ
一
巳

３
．
「
け
ふ
も
雨
降
な
ら
、
御
断
を
申
て
上
よ
う
と
思
ふ
て
居
た
」
と
、

（
親
戚
の
）
お
ば
、
さ
ま
の
御
咄
し
の
よ
し
。
千
一

４
．
鐙
「
お
ろ
く
ハ
な
ぜ
こ
ん
だ
ろ
う
ね
へ
、
い
つ
く
る
だ
ろ
う
ね

へ
」
。
お
ば
函
「
お
と
っ
さ
と
お
つ
か
さ
ハ
と
ふ
じ
や
、
お
か
塾
の

’
二
一
ハ



録
で
あ
ろ
う
か
。

ち
、
を
の
ん
だ
ら
よ
か
ろ
ふ
が
」
鏡
「
お
か
、
の
ち
、
よ
り
お
ば
、

の
が
い
つ
ち
ゑ
、
」
－
１
麗

５
．
（
お
は
ば
）
「
大
方
半
分
ハ
絞
兵
ヱ
ニ
貰
ふ
た
の
だ
ろ
う
」
と
云
バ
、

（
鏡
）
「
馬
鹿
云
な
へ
、
皆
ン
な
お
れ
か
釣
た
の
た
、
う
そ
な
ら
熊
の
護

王
で
も
何
で
も
呑
」
と
云
た
け
な
◎
甲
（
食

例
３
ま
で
は
意
志
の
例
で
、
「
お
ば
ば
（
平
太
夫
の
妻
と
「
鐙
（
之
助
）
」
と

も
に
す
で
に
ウ
か
ら
ョ
ウ
を
分
化
し
て
い
る
。
こ
こ
は
図
１
の
今
日
の
桑
名

と
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
、
例
４
．
５
の
推
量
に
な
る
と
両
者
と
も
グ
ロ
ー

を
使
い
、
形
容
詞
は
「
よ
か
ろ
ふ
」
と
ウ
が
直
接
に
付
い
て
い
る
。
図
２
１

２
で
桑
名
は
ジ
ャ
ロ
ー
／
ヤ
ロ
ー
の
地
域
で
あ
り
、
大
き
く
食
い
違
う
。
こ

れ
は
転
封
前
の
白
河
で
の
言
葉
が
継
承
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
意
志
の

ョ
ウ
も
こ
う
し
た
性
格
の
も
の
と
考
え
る
。

桑
名
地
方
の
方
言
模
様
は
近
世
後
期
で
も
図
１
．
２
と
同
じ
と
思
わ
れ
る

が
、
白
河
時
代
を
長
く
過
ご
し
た
家
中
関
係
者
ら
が
異
質
な
言
語
を
こ
こ
に

持
ち
込
み
、
い
わ
ゆ
る
言
語
の
島
を
形
成
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
似
た
例

は
、
近
世
期
の
山
形
・
秋
田
・
延
岡
そ
の
他
の
地
域
に
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら

れ
て
い
る
（
例
え
ば
『
口
語
法
調
査
報
告
書
』
の
記
載
）
。
し
か
し
、
そ
の

実
態
を
伝
え
る
資
料
は
稀
で
あ
り
、
そ
こ
に
こ
の
「
桑
名
日
記
」
の
価
値
の

一
つ
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
桑
名
地
域
の
言
語
の
位
相
面
を
語
る
資
料
な
の
で

あ
る
。
ま
た
、
右
の
諸
例
を
み
て
も
、
何
と
活
き
活
き
と
し
た
口
頭
語
の
記

さ
て
、
そ
の
家
中
弁
は
、
し
か
し
白
河
の
地
は
上
掲
の
図
類
に
よ
れ
ば
、

ヘ
ー
主
体
の
方
言
が
行
わ
れ
、
近
世
で
も
同
じ
は
ず
で
あ
る
が
、
こ
こ
と
も

越
境
者
た
ち
の
方
言
誌

異
質
で
あ
る
。
こ
の
日
記
に
ベ
ー
は
全
く
現
れ
な
い
。
す
る
と
平
太
夫
ら
の

家
中
弁
は
、
白
河
に
お
い
て
も
特
有
の
武
士
言
葉
を
保
持
し
、
庶
民
の
方
言

と
は
異
な
る
位
相
に
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
越
中
守
松
平
家
は
、
か
つ
て

桑
名
を
治
め
、
越
後
に
移
り
、
そ
し
て
白
河
に
移
り
、
再
び
桑
名
に
戻
っ

た
。
そ
の
間
に
家
中
弁
が
次
第
に
形
成
さ
れ
て
行
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
、
白

河
の
地
の
み
で
こ
れ
ら
の
性
格
が
獲
得
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
と
思
わ
れ

る
。
一
方
で
は
、
転
封
を
経
る
ま
で
も
な
く
、
近
世
期
の
身
分
社
会
で
は
こ

う
し
た
階
層
に
よ
る
こ
と
ば
の
位
相
が
顕
著
に
あ
っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ

ブ
（
）
○

桑
名
藩
は
明
治
を
迎
え
て
解
体
し
、
武
士
団
の
一
部
は
近
傍
の
員
弁
（
い

な
く
）
の
開
墾
・
定
住
の
道
を
選
ん
だ
と
い
う
。
昭
和
期
に
こ
れ
ら
の
子
孫

の
言
語
調
査
を
し
た
記
録
に
よ
れ
ば
、
い
わ
ゆ
る
ズ
ー
ズ
ー
弁
的
な
発
音
を

保
ち
、
否
定
の
助
動
詞
は
ナ
イ
、
ハ
行
四
（
五
）
段
活
用
も
「
言
シ
て
」
な

ど
促
音
便
と
、
な
お
白
河
在
住
以
来
の
性
格
を
も
ち
、
東
部
方
言
的
な
要
素

が
顕
著
で
あ
る
と
報
告
さ
れ
て
い
る
（
「
三
重
県
方
言
」
三
、
一
九
五
七

年
）
・
桑
名
藩
の
書
物
を
う
け
つ
ぐ
秋
山
文
庫
（
桑
名
市
図
書
館
）
に
は
、

漢
籍
の
講
義
録
や
そ
れ
を
記
録
し
た
子
弟
の
帳
面
が
あ
り
、
何
と
大
正
期
の

添
削
帳
に
も
師
に
よ
る
批
正
の
書
き
込
み
に
こ
れ
ら
の
要
素
が
顕
著
な
も
の

ま
で
あ
る
（
彦
坂
二
○
○
三
）
。
武
家
の
子
孫
の
滑
侍
と
し
て
、
先
祖
か
ら

の
言
語
が
な
が
く
保
た
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

七



越
境
者
の
記
録
は
、
他
に
も
、
漂
流
に
よ
る
東
北
人
の
も
の
、
旅
日
記
、

よ
く
知
ら
れ
た
伊
勢
の
大
黒
屋
光
太
夫
の
も
な
ど
が
あ
る
。
し
か
し
、
今
回

の
言
語
地
図
の
解
釈
に
関
連
す
る
事
項
は
見
出
せ
ず
、
西
日
本
の
場
合
に
限

ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
目
的
に
よ
っ
て
は
外
れ
る
も
の
も
あ
る
が
、
図
ら
ず

も
異
郷
に
生
き
た
生
の
声
や
記
録
か
ら
言
語
史
の
記
述
に
有
用
な
点
が
あ
る

こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
し
か
も
、
そ
の
多
く
は
地
方
人
に
よ
る
地
方
の

こ
と
ば
の
記
録
で
あ
る
こ
と
が
方
言
史
研
究
に
有
益
で
あ
る
。

そ
の
際
、
各
人
の
置
か
れ
た
境
遇
に
よ
っ
て
評
価
視
点
が
異
な
り
、
例
え

ば
知
多
漂
流
民
の
場
合
は
教
育
程
度
や
ギ
ュ
ッ
ラ
フ
主
導
の
多
寡
、
翻
訳
の

参
考
と
な
る
諸
環
境
な
ど
が
問
題
と
な
り
、
「
石
見
方
言
茶
話
」
で
は
、
上

方
出
身
の
教
養
人
と
地
域
人
へ
の
説
教
と
い
う
兼
ね
合
い
が
ど
う
で
あ
っ
た

か
、
ゴ
ン
ザ
で
は
成
人
ま
ぎ
わ
の
日
本
語
力
、
日
本
語
を
共
に
す
る
者
が
ソ

ウ
ザ
の
み
、
し
か
も
学
習
に
よ
る
ロ
シ
ア
語
へ
の
馴
化
の
状
況
が
介
在
し
、

「
桑
名
日
記
」
で
も
下
級
武
士
と
し
て
の
性
格
ｌ
可
愛
い
孫
に
時
に
武
士
の

誇
侍
を
求
め
、
連
れ
て
行
く
銭
湯
で
は
近
隣
庶
民
と
盛
ん
に
交
流
す
る
な
ど

ｌ
が
ど
う
反
映
す
る
か
の
問
題
が
あ
る
。
ど
の
言
語
資
料
も
同
じ
な
が
ら
、

以
上
の
類
は
と
り
わ
け
そ
の
成
立
や
事
蹟
の
背
後
に
あ
る
事
情
に
つ
い
て
の

理
解
が
必
要
と
な
る
。
冒
頭
で
、
越
境
者
の
事
蹟
に
思
い
を
は
せ
な
が
ら
と

し
た
点
は
な
お
深
め
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

四
越
境
者
に
よ
る
方
言
誌
の
特
性
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○
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。
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あ
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．
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○
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